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—— これ は 外国のお 話 —— 

r ゲ ー ッ。 ゲ ー ッ。 ガワ ガワ ガワ ガワ ガワ」 

という 嘔吐の 声が、 玄関の 方から 聞え て 来た …… と 

思う 間もなく 看護婦が、 

「 …… 先生 …… 先生 …… 急患です …… 」 

と 叫びながら 薬局 を 出て 来る 気 はいがした。 ドク ト 

ル、 オル デス オル、 パ ー ボン は 顔 を 上げた。 夕食 前の 

ひま 

閑つ ぶしに 読んで いた 小説 を、 太鼓腹の 上に 伏せて、 

片手で 美事な 禿げ頭 をッ ルリと 撫で上げながら、 大き 

な 欠伸 を 一 つした。 

「ァ— ッ。 ゥ ハフ ハフ ハフ ハフ イット …… と …… 何 だ 



顎 を 外そうと は 思い ませぬ」 

「ハ ハァ …… 成る 程 …… それで は 乱暴者に でもお 会い 

になり ましたので …… 」 

「ィャ そのような ノン キな 事で は 御座いません」 

「 …… では 大きな 欠伸で も …… 」 

r ィャ ィャ。 欠伸で も クサ メ でも 何でも ぁリ ませぬ」 

「ホ ホ—。 それ は 妙です ナ。 今までの 私の 経験に より 

ますと 顎 を 外した 原因と いうの は 大抵 欠伸 か、 クサ メ 

か、 大笑い か、 喧嘩 なぞで、 その 以外に は ラグ ビ—、 

拳闘、 自動車、 電車の 衝突ぐ らいに 限られて いるので 

すが …… そんな 事で もない のです ナ …… 成る 程 …… し 



が …… 私 は、 お 言葉の 通りの 大 馬鹿野郎の 大 間抜け 

だった のです から …… 」 

「ァ ハハ ハハ。 ィャ。 それ はお 気の毒で したね。 ハツ 

ハツ ハツ。 私 は 何の 気 もな く 云った のです が …… 実 を 

申します と ァレは 私が 顎 を はめる 秘伝に な つ てお リま 

すので ネ」 

「へェ …… 患者 をお 叱りになる のが、 顎 を はめる 秘伝 

…：- J 

「そうなんです。 要するに 何でもな いのです よ。 すべ 

なお 

て 顎の 外れた 患者 を 癒す のに、 患者が 「今 顎 を はめら 

れ るナ」 と 思う と、 思わず 顎の 筋肉 を 緊張させる もの 



訳ではありません から …… どうぞ 気 を 悪くな さらない 

で …… 」 

「ィャ …… そんな 訳ではありません が …… 」 

と 云いながら 青年 は 如何にも 〔# 「如何にも」 は 底本 

では 「如何に 匕 感心した らしく 長い、 ふるえた 深呼吸 

をした。 

「へ ェ —— …… 成る 程 …… それならば 不思議 は 御座い 

ませぬ が …… 実は 私が 顎 を 外し ましたの は ツイ この 向 

さ つ き 

うの 地方裁判所の 法廷な ので、 しかも タッタ 今 先刻の 

事でした から、 もう、 それが お 耳に 這 入った のかと 思つ 

て ビック リ したので すが …… 」 



ると 同時に 顎 を 外して しまった のです。 …… 否 …… 私 

ばかりではありません。 恐らく 世界中の どなたでも、 

私と 同様の 運命に 立 たれましたならば、 顎 を 外さずに 

はいられないで あろうと 思われる 出来事に 出合った の 

で 御座います」 

「ハ ハァ II ッ」 

と ドクトル はいよ いよ 面喰らった 顔に なった。 小さ 

な 眼 を パチパチ させながら 身 を 乗り出して、 椅子の 端 

から ズリ 落ちそう にな つ た。 

「へ ェェ エツ。 それ はィ ョィョ 奇妙な お 話です ナ。 法 

廷 といえば 教会と 同様に、 この 地上に 於け る 最も 厳粛 



「ェ ェ ッ …… 呆れて …… 顎 を 外した と 仰 言る のです 

ゝ I 

力」 

「そうです。 私 は 『呆れて 物が 言えない』 という 諺 は 

度々 聞いた 事が あります が、 呆れ 過ぎて 顎が 外れる と 

いう 事 は 夢にも 知りませんで したので、 ツイう つかり 

外して しまった のです」 

「へへ —— ッ。 それ は 又 どんなお 話で …… 」 

「ハイ。 それ はもう 今にな つて 考えます と、 こうやつ 

て、 お話しす る さえ 腹の 立つ くらい、 馬鹿馬鹿しい 事 

件な のです が …… しかし 先生 は 今、 ぉ忙 がしい のじ や 

ありま せんか」 



「ィャ ィャ。 私が 忙 がし いのは 朝の 間 だけです。 夕方 

は 割合い に 閑散です から チッ トモ 構いません」 

「さようで …… それで はま あ、 搔ぃ 摘まんで 概要 だけ 

お話し するとこう なんです」 
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青年 はこ こで 看護婦が 持って来た 紅茶 を 一 口 啜った。 

そうして、 さも 恥 かしそう に 耳 を 染めながら、 うつむ 

き 勝ちに ポッリ ポッリ と 話し 出した。 

…… 先生 は 何事 も 御存じない ようです から 最初から 



レ ミヤの 両親 は 御 承知 かも 知れません が、 この 町 か 

ら十 里ば かりの 山奥に 住んで おります 素封家で、 ハル 

スカイ ンと 名乗る 老夫婦の 間に 生まれた 一 人 娘な ので 

御座いま すが、 そうした 世間の 実例に 洩れず、 老夫婦 

のレ ミヤの 可愛が リ ようとい う もの は 一 通り や 一 一通 リ 

では 御座いません でした。 人の 噂に よります と、 蝶よ 

花よ は 愚かな 事、 ゴムのお 庭に 水銀の 池を湛 えむ ばか 

り …… 出来る 事なら ィ H ス様を 家庭教師 にして マリヤ 

様 を 保姆に したい 位だった そうで、 あらん 限りの 手 を 

尽 して 育てました 甲斐が ありまし たもの か、 レミ ャは 

だんだんと 生長す るに 連れて、 実に 絵に も 筆に も 描け 



見つかる もので は 御座いますまい。 第一、 ハルス カイ 

ン 老夫婦が 知っている 限りの 若い 男で、 レ ミヤ 嬢に 恋 

文 を 贈らない 者 は 一 人 も 居ない というの ですから やり 

切れ ませぬ。 中には 図々 しく も 直接行動に 出て、 花束 

を 片手に ハルス 力 イン 山荘の 玄関に 立った ために、 ハ 

ま, つま, つ 

ルスカ イン 老人から ステッキ を 振り 廻 わされて、 這々 

の 体で 逃げ帰った 者 も 尠 くないと いう 有様で 御座い 

ました。 

ところが ここに 唯一 人 …… 否 …… タッタ 二人 だけ、 

レ ミヤ 嬢に 花束 も 恋文 も 送らない 青年が ありました。 

それ は老 ハルス 力 イン 氏の 死んだ 兄の 息子た ちで、 レ 



ミヤの 従兄に 当る ィグノ ラン 兄弟 …… すなわち 私たち 

二人で 御座いました。 

2 

私たち 兄弟 は 元来、 従妹の レ ミヤと 幼友達に なって 

いた 者でした が、 その後 仔細が ありまして、 家族 全部 

が 都に 出る と 間もなく、 流行病の ために 両親 を 喪 い 

まして 私達 兄弟 は 天涯の 孤児と な つ てし まいました。 

しかし 僅かば かり 残った 財産が ありまし たから、 それ 

を 便りに して 仲よ く 勉強 を 続けて おります と、 やっと 



居所 も 知らさない ようにしょう。 そうして 吾々 兄弟 は、 

イクラ 間違っても 罪に ならない 位よ く i: た 双生児の 娘 

を 二人で 探し出して、 同じ 処で、 同じ 日に 結婚の 式 を 

挙げよう …… という 事に 固い約束 を きめていた のです。 

けれども 先生 …… 世の中と いう もの は 思い通りに 行 

かない ものです ね。 私たち 兄弟の こうした 申 合わせ は、 

却って 正反対の 結果 を 招く 原因と なって しまったので 

す。 …… と 申します の は 外で も ありませ ぬ。 叔父 達老 

夫婦 は 前に も 申しました 通りの 熱心 さで、 色々 と 婿の 

候補者 を 探し まわった のです が、 どうしても 思う 通リ 

の 青年が 見つかり ませぬ。 そのうちに 一 年 は 夢の よう 



の 毛で 突いた 程で もい いから 欠点が あり はしまい か。 

あったら それ を 云い 立てに、 片っ方 を 落第 させて やろ 

うとい うので、 私達 兄弟の 事 を 念入りに 探らせて みた 

のです が、 探ら せれば 探らせる ほど その 報告が コ ン ガ 

ラガッ てし まって、 ド チラが ドウな のか サッ パリ 解か 

ら なくなります。 …… のみならず そうした 報告 を 聞け 

ば 聞く 程、 かねてから 娘の 婿と して、 空想して いた 通 

リの 若者に 二人が 見えて 来ます ので、 老夫婦 はもう 夜 

の 眼 も 寝られぬ くらい 悩まされ 初めた もの だそう です _ 

…… 骰 チコ 口 投げ や トラ ムプ 占い 式の 残酷な 方法で 二 

人の 中から 一 人 を 選み 出す ような 事 は、 娘が 信心す る 



葬式が 済んだ 後に 開かれた 親類 会議が 、 何度も 何度も 

行き詰まったり、 後戻り をした リ しました がその あげ 

く、 とうとう 思案の 行き止まりに 誰かが こんな 事 を 云 

い 出しました。 

「 •：：• これ は I ずつ その 事、 思い切って、 アルマ、 マチ 

ラの 二人 を 呼び出して、 同時に レ ミヤに 引き合わせた 

方が 早道に なり はしまい か。 そうして 三人で トツ クリ 

と 相談 をして、 二人の 中の 一 人 を 選む 方法 を 決定 させ 

たら どんな ものだろう か。 今までの 話の ように 第三者 

の 吾々 が 選む となると ド ツチに しても 不都合な 点が 出 

来て、 怪しから ぬ 状態に 陥り 易い が、 三人が 得心ず く 



「どうして 今まで そこに 気付かな か つたろう」 

「故人 夫婦 も、 それに 異存はないだろう」 

「いかにも それが いい …… 賛成 賛成 …… 」 

というので、 即座に 満場一致の 可決と いう 事に なり 

ました。 

私達 兄弟が 予想して おりました 危険な 運命 は、 こう 

して 叔父 叔母の 死によ つて、 思いが け もな く 眼の 前の 

事実と なって 押し寄せて 来たので す。 「ハルス 力 イン 

家の 最近い 親類」 という 理由の 下に、 親類 会議の 代表 

、J や お う 

者から 否応なしに 引っぱり 出されて、 ハルス 力 イン 家 

の 祭壇の 前で、 無理やりに 久し振りの 挨拶 を 交換す ベ 



く 余儀なく されました レ ミヤと 私達 兄弟 は タッタ 一 眼 

でもう、 絶対の 運命に 運命 づ けられて しまったの です。 

お 互いに 永劫の 敵と な つ て 一 人の 女性 を 争うべく ス 

タ ー, ^を 切らせられて しまった のです。 そうして それ 

からと いう もの は 三人が 三人と も、 ハルス タイン 家の 

別々 の 室に 住んで、 夜 は 別々 に 寝て、 昼間 は 一 ッ 室で 

睨み合いながら、 味 も 臭い も わからない 山海の 珍味 を、 

三度 三度 嚥み 込まなければ ならな くな つたので す。 

その 間の 恐ろし さと、 悩まし さとい う もの は トテモ 

局外者の 想像の 及ぶ ところでは 御座いますまい。 私達 

兄弟 はお 互いに、 お 互いの 気持 を 知り 過ぎる 位知リ 



「妾 は 妾の 財産 をお 二人に 残して 行きます。 それだけ 

が、 妾の せめても の 心遣りです。 どうぞ この 財産 を 妾 

と 思って、 お 二人で 半分 半分に 分けて、 思う存分に 使つ 

て 下さい」 

というよ うな 事まで 夢う つ つに 口走る ようにな つ て 

参りました。 
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この 報告 をお 医者から 聞きます と、 私 はもう 堪 まら 

なくなって しまいました。 そうして 或る 深刻な 決心 を 



二) 二人 は 二人とも 仮り に アルマ チラと 名 を附け 

て 同時に レ ミヤの 婿になる 事。 但し、 一 週間 

ずつ 

宛 交代に ハルス 力 イン 家に 泊って 養子の 役目 

を果す 事。 

(一一) 日曜日 は 休みに して レミ ャを 教会に 行かせる 

事。 同時に 二人 は、 もとの 下宿に 落ち合って、 

一週間の 出来事 を 報告し 合って、 その 晚は下 

宿に 寝る 事。 

(三) レ ミヤに 子供が 生れたならば、 その 生れた 日 

から 二百 八十 日 を 逆に 数えて、 その 週に ハル 



スカイ ン 家に 居た 一 人が 正当の 婿と なり、 内 

縁の 妻レ ミヤと 正式の 結婚 をす る。 これ は 天 

意 だから 仕方がない ときめて、 失恋した 方 は 

永久に ハルス 力 イン 夫妻の 前に 姿 を 見せぬ。 

決して 執念 を 残さない 約束 を 今から してお く 

みち 

(四) 三人の 生命 を 同時に 救う 途は、 この 以外に 絶 

対に ない 事をレ ミヤに 説き聞かせて、 レ ミヤ 

\ /じ 

が 承知 をしたならば、 二 本の 籤 を 作らせて 二 

人で 引く 事。 

(五) レ ミヤが もし 承知 をし なければ、 二人 は レミ 



い つ しょ 

しくお 化粧 をして、 私たちと 一所の 食卓に 着いて くれ 

ましたが、 その 時の 食事の 愉快で お #； 味かった 事ば か 

り は 永久に 説明の 言葉 を 発見し 得ないで あろうと 思わ 

れる 位で 御座いました。 

私達 一 一人 は その 席上で レ ミヤの 手から 籤 を 引いて ド 

チラが 先に 帽子と 外套 を 取る か を 決め ましたが、 その 

結果 はこのお 話の 筋に 必要が ありま せんから 略さして 

頂きます。 
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三人 は、 それから 後 病気 一 つせ ずに、 固く 約束 を 守 

リ 続ける 事が 出来ました。 そうして 私達 兄弟 は 学校に 

居る 時よりも ズット 面白お かしく 日曜 を 楽しみ 合うよ 

うにな りました が、 一方に レミ ャも 頗る 満足して い 

るら しく 見えました。 私達が 二人とも アルマ チラと 名 

が附 いてお りました お蔭で、 二人の 夫 を 持って いる 気 

持ちな ぞはミ ジン もしない らしく、 極めて 公平に 真情 

を 籠め て 私たちに 仕えて くれました ので、 私達 兄弟 は 

今更ながら 自分 達の 妙案に ッ クヅク 感心した 事でした _ 

そうして 二人とも 新婚生活の 楽し さと、 独身生活の 呑 

気 さと を 交る 交る 飽満して おり ましたが、 レミ ャも亦 



レ ミヤで、 こうした 幸福と 満足 は、 神様の 特別の 思し 

召しから 来た 事に 違いない と 信じて、 教会へ 行く 度に 

感謝の 祈禱を 捧げない 事 はな い と 申して おりました。 

しかし 私たち 三人の こうした 平和な 生活 はそう そう 

長く は 続きませんでした。 それから 未だ 半年 も 経た な 

いうちに、 レ ミヤが 早く も姙娠 した 事が わかった ので 

す。 そうして それが 判明る と 同時に 私達 兄弟 は、 ちょ 

うど ボ— ト . レ— スの 日が 迫つ て 来る ような 不安と 圧 

迫感に 襲われ 初めた のです。 

一 一人 は それから 後、 日曜 を 一 緒に 楽しむ は 愚かな 事、 

しま 

口 を 利く だけの 心の 余裕 すら 失く して 終った のです。 



不可能と いうので すから、 新聞が 飛び切りの 題目と し 

て、 徳義 を 構わず 書き立て るの は 無理 もない 事と 思わ 

ォます 
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名 裁判長 ウイ グ氏 は、 こうした 形勢 を 眼の 前に 見 ま 

すと、 今までの 行き詰まりの 一 切 合 財 を 総決算 的に 引 

き 受けた 気持ちに なつ て、 モノ スゴィ 苦心 を 初めたら 

しいので す。 その 証拠に は 殆んど 裁判 毎に、 その 鬚が 

白くな つて 行く ように 見えた のです が、 しかし、 それ 



「名 裁判長 ウイ グ氏は 今日 こそ、 さしもの 難事 件 を 解 

決する に違いない」 というので 多大の セン セ ー シ ヨン 

を 捲き 起しました らしく、 朝刊の 報道す ると ころに 依 

ります とこの 町に 到着す る 列車の 一 等 席 は 昨日から 全 

部 売り切れ という 盛況 だ つたそう で .：：• 私 も 今日の 午 

後に なつてから 時間 通りに 裁判所に 出頭すべく 向う の 

町角まで 参ります と、 群集の ために 馬車が 進められな 

めざと 

くな りました ばかりでなく、 目敏い 新聞記者 連に 取り 

巻かれそう になり ましたので、 慌てて 馬車 を 引返して、 

まかな い 

ちょうど お宅に 面して おります 未決監の、 賄 部屋の 

勝手口から 命から がら 逃げ込む 始末で 御座いました。 



ると ころに 依れば、 生れ 落ちる と 間 もない 頃から 母親 

おとな 

の 手に 抱かれて いる 間 だけ 温柔 しく、 安らかに 眠る に 

反して、 他人が 抱き 取ろうと すると 何もかも なく 泣き 

出す 習性が ある。 すなわち その 真実の 親 を 区別す る 霊 

感の 如何に 明敏な ものである かとい う 事実 を 日常に 証 

拠 立てて いるものと 認められ るので ある。 

本官 は 確信す る。 レ ミヤの 児 は 同じよう にして 本当 

の 父親 を その 霊感に 依って 容易に 区別 し 得る であろう 

事 を ：•：. アルマと マ チラの 二人の 中、 自分の 父親で な 

い 方が 抱いたならば 直ぐに 泣き出す であろうと 同時に、 

本当の 父親が 抱いた な らば 直ぐ に 泣き止む であろう 事 



うな 法廷の 動揺の 中に レ ミヤの 顔 を 見返り ますと …… 

これ は 又、 どうした 事でしょう …… 。 レミ ャは 法廷の 

床の 上に 転び 落ちて、 美しい 顔 を 引き 歪めながら、 虚 

空 を 摑んで 悶絶して いるで は 御座いま せんか。 しかも、 

それと 同時に 背後の 方で、 

r …… ああ …… 神様よ …… おゆるし を …… 」 

という 奇妙な 声が 聞こえました ので、 思わず その 方 

を 振り向い てみ ますと、 傍聴席の ズット 向う の 壁 際で、 

一人の 黒い 服 を 着た 老人が 失神し かけて いるの を、 左 

右に 座って いる 人が 支え 止めて いる 様子です。 …… そ 

うして その 顔 を よくよく 見ます と、 それ はレ ミヤが 日 



ごと 

曜 毎に 参詣して いた 天主教 会の 僧正 様で、 私の ために 

天祐 を 祈って くれた ァノ老 牧師さん ではありません か 



…… ああ …… 。 

…… 何とい う、 恐ろしい 天の 配剤で 御座いましよう。 

…… 何とい う 適切な 自然の 解決で 御座いましよう。 … 

…そうして 又、 何とい う 名 裁判で 御座いましよう。 

…… レミ ャは 日曜 も 休んで いなかつ たので 御座いま 

^9 

…… 私 は 抱いて いた 赤ん坊 を どこへ 取り 落した か 全 

く 記憶 致しません。 ただ 夢うつつ のように 法廷 をよ ろ 



めき 出て、 最前 這 入って 来た 通りの 道 を 歩いて、 まつ 

直ぐに 先生の 処に 来たよう に 思う だけで 御座います。 
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…… ィャ もう …… こんな 恐ろしい、 馬鹿馬鹿しい 眼 

に 会おうと は、 今日が 今日まで 夢にも 想像して いませ 

ん でした。 

…… 私 はもう、 失恋して いいの か 悪い のか、 わから 

なくなって しまいました。 …… これが 失恋と いう もの 

か、 どうな のか すら 自分で 解からない ような、 奇妙 キ 
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